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《 業 種 別 総 括 》 

                              23年 1月 

 

〔漁業〕 

・ 1月の総水揚げは、漁獲量、漁獲高とも前年を下回った。漁獲量、金額とも前年割れしたのは、

うに漁、たら漁、ほっけ漁、毛かに漁、めぬけ漁等。漁獲量では前年比減少するも漁獲高で上

回ったものは、底曳網漁、たこ漁。一方、漁獲量、漁獲高とも前年を上回ったのは、かれい漁、

つぶ漁、ほっき漁、なまこ漁、昆布であった。  

〔農業・軽種馬生産業〕 

・ 軽種馬生産業は、ジェイエス主催の「冬季繁殖馬セール」が開催され、上場頭数は44頭で前年

比146頭の減少。しかし、売却率は77％超で1月の開催では過去最高であった。平均価格、売却

総額は前年度を下回った。「庭先売買」は低調が続いている。 

・ 農業は閑散期に入り、出荷品目、金額とも低調。花卉は出荷数・出荷金額とも前年を下回った。 

・ 畜産関係の黒毛和牛は、三石・えりも両地区で出荷頭数・金額とも前年を下回った。 

〔建設業〕 

・ 1月の町発注（新ひだか～えりも地区）工事は件数6件・金額37百万円で前年を件数・金額とも

上回った。累計(4～1月)では件数で400件・金額は2,775百万円となり同比、件数で上回り金額

では下回っている。 

・ 1月の管内の国･道･町発注管内公共工事の総請負金額440百万円(北海道建設業信用保証㈱の保

証請負金額)は前年同月を256百万円上回り、増加に転じた。累計(4－1月)では4,966百万円下

回っている。 

・ 1月の建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)3件で前年を4件下回った。 

・ 土木業で継続工事の稼働見られるが、建築業は閑散期で一部地区を除き低調な稼働で推移した。 

〔小売業〕 

・ コンビニの売上は、前年並みからやや増加をみせ順調。地元小売店は前年比やや減少から前

年並みで、一部地域では地域振興(商品)券が下支えした。地元スーパーは前年比やや減少し

ている。 

衣料品は､冬物商品が不振、近隣大型量販店での購入傾向が増加してきた。 

家電製品は､地デジ対応薄型ＴＶの需要に一服感。パソコン、デジカメ等は好調を維持してい

る。量販店、地元店とも年末までの反動が見られた。 

新車登録台数(新冠～えりも)は 108 台。5 ヶ月連続で前年を下回ったが、前月比では増加に

転じた。 

〔雇用〕 

・ 1月の月間有効求人倍率は、浦河地区では0.62倍で前年比横這い、前月比では0.01ポイン

トの低下。全道では同0.42倍で前年比0.06ポイント改善され、前月比横這いであった。 

〔総括〕 

１月の地区内経済概況は、基幹産業の漁業、軽種馬生産業等が低調。土木建築業は手持ち

の継続工事による稼働が見られるも総じて冬季の閑散期であり低調。また、雇用面にも改

善は見られないものの、個人消費は一部に一服感を窺わせているが、底堅さは維持してお

り、総じて「やや弱含みの足踏み状態」の景況。 



 

２ 

 

＊〔沿岸漁業〕たこ､かれい漁等｡〔沖合い漁業〕底曳き網､つぶ､毛かに漁等。 

総漁獲量 2,662ｔ・金額 896百万円（前年同月比 346ｔ減・73百万円減）。 
  

 

底曳き網漁………… 889ｔ・   91百万円 (前年同月比   67ｔ減・  1百万増) 

かれい漁…………… 101ｔ・   47百万円 (  同      20ｔ増・  5百万増) 

たこ漁……………… 187ｔ・   82百万円 (  同     39ｔ減・ 14百万増) 

毛かに漁…………… 88ｔ・  153百万円 (  同     26ｔ減・ 52百万減) 

つぶ漁……………… 117ｔ・   69百万円 (  同     60ｔ増・ 10百万増) 

たらすけそう漁…… 972ｔ・  117百万円 (  同   313ｔ減・ 68百万減) 

ほっき漁…………… 52ｔ・   14百万円 (  同    25ｔ増・  6百万増) 

ほっけ漁…………… 14ｔ・    4百万円 (  同    23ｔ減・  4百万減) 

うに漁……………… 5ｔ・    6百万円 (  同     5ｔ減・  9百万減) 

なまこ漁…………… 1ｔ・    5百万円 (  同     1ｔ増・  5百万増) 

めぬけ漁…………… 0ｔ・    1百万円 (  同      1ｔ減・  1百万減) 

昆布出荷…………… 226ｔ・  229百万円 (  同    21ｔ増・ 20百万増) 

 

・1月の水揚げは、漁獲量、漁獲高とも前年を下回った。数量、金額とも前年を上回ったのは

かれい漁、つぶ漁、ほっき漁、なまこ漁、昆布等。数量は同比下回るも金額で上回ったの

は、たこ漁、底曳き網漁。毛かに漁、たらすけそう漁、ほっけ漁、うに漁、めぬけ漁は数

量、金額とも前年を下回った。 
 

＊〔水産加工業〕 

・昆布加工は、年末年始用商品が終了。稼動は例年より少ない。 

・鮮魚等加工は、漁獲量の減少に伴い原料の確保に苦慮。稼働は低調。 

 

（対象は新ひだか、浦河、様似、えりも、広尾の各地区）（「ｔ」はトンを表しています） 
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３ 

 

 

＊〔軽種馬生産業〕 

 ・ジェイエス主催の「冬季繁殖馬セール」が開催された。上場頭数44頭(前年190頭)、売却頭 

数34頭(同126頭)、売却総額61百万円(同344百万円)の取引であった。うち管内(新冠～え 

りも)の購買頭数は 15頭(34％)・31百万円強(52％)となった。 

  

  

＊〔農 業〕 

 ・イチゴの出荷状況は例年並み。その他ハウス栽培を含め、閑散期に入り稼働は少ない。 

 ・花卉は、出荷数、金額ともに前年を下回った。1月の生産本数は前年同期比60％減の27万本、

出荷金額は72％減の1,275千円。 

 

 

＊〔畜産業〕 

 ・黒毛和牛は、三石地区で出荷頭数 68頭(前年140頭)、金額3,007万円(同9,423万円)、とも

に前年を下回った。価格は仔牛が38万円(前年34万円)、肥育牛が81万円(同104万円)で取

引された。えりも地区でも黒毛和牛 10ケ月素牛が出荷頭数25頭(前年30頭)、金額は1,025

万円(同1,282万円)で前年を下回った。価格は牡が47万円(前年47万円)、牝が37万円(同

39万円)で取引された。2地区総体の出荷状況は、前年同月比出荷頭数、金額ともに減少した。 

 

 

 

 

＊〔公共工事〕 

・1月の町発注（新ひだか～えりも地区）工事は件数6件(前年4件)・金額37百万円(同28百万円)。

累計(4－1月)では前年比、件数で30件の増加、金額では197百万円下回った。 

・ 1月の管内の国･道･町発注管内公共工事の総請負金額440百万円(北海道建設業信用保証㈱の保

証請負金額)は前年同月を256百万円上回り(139.8%増)、累計(4－1月)では4,966百万円下回っ

ている(△20.3%)。 

・ 1月の降雪量は少なく除雪作業が前年比減少し、廃雪作業主体の稼働であったが発注金額は減

少した。 

＊〔土木業〕 

 ・大手業者は、手持ち継続工事で稼働するも、中小業者は手持ち工事少なく、依然厳しい稼働

振り。地域、業者間に格差が見られる。 

＊〔建設業〕 

 ・1月の稼働状況は、一部地区で継続工事にて稼働するも、ほぼ冬季の閑散期で低調な稼働。 

＊〔建築確認申請〕 

・建築確認申請件数（新ひだか～広尾地区）は当月 3件（前年同月 7件）、累計(4―1月)104

件 (前年同期138件)となっている。 



 

４ 

 

 

 

＊〔木 材〕チップ材の出荷は前年比、数量で 10％～50％程度の増加、金額でも 30％強上回、

順調な出荷状況となった。 

＊〔製 材〕都市部での住宅市況の回復による建築資材等プレカット材が稼働の中心。魚箱等そ

の他は受注生産の稼働となっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊〔卸売業〕 

 ・野菜類は、本州産が主流の扱い。長ネギ、ホウレン草、白菜等が入荷の主体で価格は前年比、

1～3割高値で推移した。輸入野菜は前年並み～やや安値。果物類は、イチゴ、リンゴ、柿、

ミカン等が国内産を中心とした入荷となっているが、品不足により入荷量が少なく、価格は

前年比1～5割の高値で推移した。輸入フルーツはレモン、バナナ、オレンジ等で価格は前年

比横ばい～1・2割程高値の取引となった。 

 

＊〔小売業〕 

 ・食料品では地元店が前年並み～やや減少の売上。コンビニでは、地域間に格差あるも前年並

み～やや増加の売上を確保した。地元スーパーは同比2～5％減少の売上。衣料品は、冬物が

不振で、若年層の町外大型店への消費流出、主要顧客の高齢化等の影響が大きい。耐久消費

財の家電製品は、地元店、大型量販店とも薄型ＴＶは一服感窺えるが、パソコン、デジカメ

等は好調を維持している。新車登録台数(新冠～えりも)は108台で前年を46台下回り、5ヶ

月連続で前年を下回った。飲食業は、業者間に格差が見られ、新年会も小規模化の傾向で前

年比やや減少となった。大手外食チェーン店は地元店に比べ順調な客足を確保している模様。

その他、一部地域の「地域振興(商品)券」取扱により地元での消費を下支えする効果が見ら

れた。 

 



 

５ 

 

 

 

＊〔管内の倒産〕 

・1月の当金庫管内(新冠町～えりも町)の倒産件数は1件(前年同月1件)、負債額で6千万

円(同8千万円)となった。 

・1月の当金庫管内を含む苫小牧管内の倒産は5件(前年同月1件)、負債額で5億3千万円(同

8千万円)となつた。 

＊〔道内の倒産〕 

・1月の北海道の倒産は､39件の負債額97億1千万円。前年比で1件の増加となったが､負債

額では22億6千万円の減少となった。 

＊〔全国の倒産〕 

・1月の全国の倒産は、1,041件の負債総額2,363億9千万円。前年比で22件､負債額では2

兆3,668億4千万円の減少となった。倒産件数は18ヵ月連続で前年を下回り、負債総額

では3ヶ月連続で下回った。昨年は日本航空と同社関連2社の会社更生手続開始が申請

された。 

＊〔雇用〕 

・1月の浦河地区の月間有効求人倍率（0.62倍）は、前年比横這い、前月比では0.01ポイント

の低下となり、改善は見られない。全道(0.42倍)では前年比0.06ポイント改善され、前月

比横這いであった。 

 

 

 

 

その他 

＊管内生産馬、中央競馬重賞レース勝馬 

 

  1／ 5  第49回 日刊スポーツ賞京都金杯                  （ＧⅢ） 

       シルポート号       (新ひだか町 タイヘイ牧場殿生産) 

  1／29  第16回 シルクロードステークス                 （ＧⅢ） 

       ジョーカプチーノ号    (浦河町 ハッピーネモファーム殿生産) 

1／30  第46回 京都牝馬ステークス                     (ＧⅢ) 

       ショウリュウムーン号   (浦河町 高村牧場殿生産) 

1／30  第25回 根岸ステークス                     （ＧⅢ） 

       セイクリムズン号     (様似町 清水スダット殿生産） 

         

（注）調査区域：浦河地区、新ひだか町静内地区及び三石地区、新冠地区、様似地区､えりも地区、広尾地区 

倒産・雇用状況 

その他 



 

６ 

《指  標》 

１ 営業区域の人口・世帯数動向 (平成23年1月現在)                     (単位：人) 

町 村 別 
人         口 世         帯 

人 数 前年同月比 前月比 世 帯 数 前年同月比 前月比 

平 取 町 5,630 -99 -12 2,588 -21 0 

日 高 町 13,756 -170 -22 6,637 -22 -29 

新 冠 町 5,856 -8 3 2,617 -9 13 

新 ひ だ か 町 25,649 -310 -21 12,304 -14 -23 

浦 河 町 14,201 -247 -18 7,038 -37 -17 

様 似 町 5,245 -61 -8 2,339 11 0 

え り も 町 5,483 -127 -13 2,196 -23 -2 

日高地区合計 75,820 -1,022 -91 35,719 -115 -58 

広 尾 町 8,084 -41 -8 3,512 25 -1 

大 樹 町 6,059 -53 -3 2,635 14 3 

日高･十勝地区合計 89,963 -1,116 -102 41,866 -76 -56 

札 幌 市 1,915,415 9,576 18,154 887,541 -3,782 -75,766 

江 別 市 122,097 -425 -37 53,600 257 16 

石 狩 市 61,025 -114 -23 26,427 224 24 

北 広 島 市 60,544 -295 -41 25,948 156 18 

恵 庭 市 68,859 91 -22 30,375 280 13 

千 歳 市 93,828 354 31 44,446 412 -21 

石狩地区合計 2,321,768 9,187 18,062 1,068,337 -2,453 -75,716 

苫 小 牧 市 174,124 148 -14 82,669 948 44 

厚 真 町 4,892 -3 -4 2,044 14 4 

む か わ 町 9,660 -183 -20 4,460 -37 -7 

胆振地区合計 188,676 -38 -38 89,173 925 41 

営業区域合計 2,600,407 8,033 17,922 1,199,376 -1,604 -75,731 

   (資料出所:各市町村) 

２ 労働需給状況(平成23年1月)                          （単位：人、％） 

 浦河職安 全 道 
前年同月比 前 月 比 

浦 河 全 道 浦 河 全 道 

月 間 有 効 求 人 数 566 45,786 2.72 13.74 6.39 2.92 

月間有効求職者数 907 109,842 1.80 -2.42 6.58 3.14 

月間有効求人倍率 0.62 0.42 0.00 0.06 -0.01 0.00 

(資料出所:浦河公共職業安定所) 

３ 建築確認申請(平成23年1月)                          （単位：件） 

  件 数 前 年 同 月 比 前 月 比 

当 金 庫 管 内 当 月 の 申 請 3 -4 -5 

(新ひだか町～広尾町) 22/4～23/1 累計 104 -34  

(資料出所:各市町村) 

４ 企業倒産状況(平成23年1月)                       （単位：件、千万円） 

 件 数 金額 前年同月比(件数) 前年同月比(金額) 業 種 地     区 

苫小牧管内 5 53 4 44 建設業4件 

製造業1件 

千歳市3件   白老町1件 

えりも町1件 
うち新冠町～えりも町 1 6 0 -2 

北 海 道 39 971 1 -226   

全   国 1,041 23,639 -22 -236,684   

(資料出所:東京商工ﾘｻｰﾁ) 

 



 

７ 

 

５ 浦河町・新ひだか町 金融機関預金･貸出金残高(平成23年1月)    

（単位：百万円、％） 

預          金 貸     出     金 

残 高 前 年 同 月 比 前 月 比 残 高 前 年 同 月 比 前 月 比 

117,965 -0.27 1.34 60,916 -5.67 -1.39 

                                       （資料出所:浦河･静内金融協会） 

６ 浦河町・新ひだか町 手形交換高 

                                    （単位：枚、百万円、％） 

 23年1月 前年同月比 前 月 比 

交換枚数 537 28.47 69.40 

交換金額 897 14.12 7.68 

不渡り手形枚数 0 － － 

不渡り手形金額 0 － － 

                                       (資料出所:浦河･静内金融協会) 

７ 乗用車新車登録台数（普通･小型乗用、軽自動車(軽トラ含む)） 

                                   （単位：台） 

町 名 
23年1月の 登 録 23／1月～23／1月迄の累計 

台 数 前 年 同 月 比 前 月 比 台 数 前 年 同 期 比 

新 冠 町 19 -7 6 19 26 

新ひだか町 47 -21 18 47 68 

浦 河 町 20 -11 -4 20 31 

様 似 町 14 2 7 14 12 

え り も 町 8 -9 -7 8 17 

合 計 108 -46 20 108 154 

(資料出所:自販連室蘭支部、室蘭軽自動車協会) 

 

８ 気象情報(札幌管区気象台発表) 

  1月中の気象状況                            (単位：℃、ｍｍ、ｈ) 

 本       年 平年偏差・平年比 平年偏差、平年比は､1971～2000年

の資料から算出された平年値を使

用。気温は当月の平均気温から平年

値を差し引いたもの(平年比)。降水

量､日照時間は当月の降水量･日照

時間の平均を平年値で割り返した

もの(平年偏差)。 

 気 温 降水量 日照時間 気 温 降水量 日照時間 

浦   河 -3.4 21.0 150.0 -0.6 51.6 106.8 

広   尾 -5.3 11.0 188.1 -0.5 15.2 117.9 

                                      (資料出所:日本気象協会北海道支社) 

９ 各町の水道使用量（平成23年1月） 

                                            （単位：㍑、％） 

 一般家庭用 前年比 事業一般用 前年比 合   計 前年比 

新ひだか町静内    104,316 -     49,992 -   154,308 - 

新ひだか町三石 28,620 -0.03 17,222 0.10 45,842 0.11 

浦 河 町 70,459 -1.45 31,202 -3.72 101,661 -2.16 

様 似 町 27,089 0.68 13,035 2.88 40,124 1.38 

え り も 町 27,779 -0.94 11,183 -8.16 38,962 -3.13 

広 尾 町 34,727 2.45 14,995 3.49 49,722 2.76 

＊ 広尾町は22年12月分                             (資料出所：各町) 



 

８ 

    
日高振興局からのお知らせ 

 日高振興局では、地域の特色や優位性を皆様に広くアピールさせていただくため、農業、林

業、水産業、商工業など幅広い分野で、日高のすばらしさを紹介しています。 

 今回は、水産関係者の取り組みについて、先進的な事例を紹介します。 

 

日高のサケ「銀聖」誕生１０周年を迎えました！ 
～銀聖とは～ 

日高管内では定置網による秋サケ漁が盛んですが、銀色

のサケ（銀毛）のなかでも、特に銀色に輝く大型のサケに

「銀聖」のブランド名を付け、一般の秋サケとの差別化を

図っています。この取組は、日高管内の定置漁業者で組織

する「日高定置漁業者組合」が水産加工業者や流通業者と

連携して行っています。『銀聖』には基準があり、これを

満たすサケは管内で水揚げされるサケ全体の５％程度にす

ぎません。また、日高定置漁業者組合の承認した取扱指定

業者（平成２１年度現在２２社）のみが「銀聖」の加工・

流通を手掛けることができますが、製品の品質を保つため、これら指定業者と生産者には、扱う全ての「銀聖」製

品に認定シールを貼付けることが義務付けられています。 

 

（写真右：認定シール。）  

（写真左：銀聖活動取組１０周年記念式典で 

銀聖の普及に貢献した取扱指定業者等が表 

彰されました) 

                     

 

～取り組み～ 
 平成１２年６月、日高定置漁業者組合がプロジェクトチームを設けて、型のよい銀毛サケの付加価値の向上に向

けた取り組みを開始しました。はじめに新聞やインターネットを通して募集した結果、１４,０００通もの応募から

選ばれたブランドネーム「銀聖」とキャラクターデザインを決定しました。その後、このブランドを広くＰＲする

ため、全国各地で開催される物産展での展示販売や、小中学校の給食の食材に銀聖を提供するなど、実際に消費者

に食べてもらうことで味の良さをアピールしてきました。また、北海道競馬の「日高銀聖特別レース」を後援した

り、プロ野球日本ハム戦のホームラン賞として銀聖を提供するほか、新聞やテレビ等のメディアを利用したブラン

ドのＰＲに努めてきました。 

                             

（写真右：勝利ジョッキーや馬主さんに 

銀聖が渡されました。） 

 

（写真左：東京で銀聖をアピール。）                  

                                                   

 

～成果～ 
これらの取り組みにより、銀聖ブランドが全国的に認知されるようになりました。消費者アンケートによると、

東京で３割、札幌では７割以上の人たちが銀聖のことを知っていました。また、取り組み開始以降、日高管内で生

産される秋サケの浜値が上昇する傾向がみられ、銀聖ブランドの効果が顕れているものと推測されます。さらに、

「コープさっぽろ農業賞（漁業部門）大賞」及び「北海道開発局『わが村は美しく～北海道』運動コンクール（地

域特産物部門）金賞」を受賞するなど、消費者からも行政からも高い評価を得ています。銀聖ブランドが誕生して

１０周年を迎えましたが、これからも銀聖の応援よろしくお願いします。 

なお、日高振興局では、「銀聖」をはじめとする日高管内の特産的な水産物を紹介するホームページを開設して

います。更に詳しく「銀聖」について知りたい方はこちらもご覧ください。 

○日高振興局水産課のホームページ http://www.hidaka.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sis/index 

～問い合わせ先～  日高振興局産業振興部水産課 TEL:0146-22-9321 

「銀聖」の基準 

１ 日高沖で獲れたサケであること 

２ 鮮度保持を厳守したものであること 

３ １尾の重量が３．５ｋｇ以上あること 

４ 「銀毛」のサケのなかでも、ひときわ鮮やか体

色であること 

※「銀毛」とは、体表に婚姻色がでていない銀色

のサケのことです。繁殖に向けた成熟が進んでい

ないため、身に脂があり美味とされています。 



 

９ 

 

 
 
 
※ 「教育ローン」 キャンペーン取扱中！ 

 キャンペーン適用金利 ： 年2.10% → 最大優遇金利 年1.90% 
 
◎ 取 扱 期 間 ： 平成２３年４月２８日まで 

◎ 資 金 使 途 ： ご本人様、またはその子弟、孫、扶養親族にかかる教育資金。 

◎ 融 資 金 額 ： 500万円以内。(しんきん保証基金付無担保ローンの累積保証額は1,000万円以内とします。) 

◎ 融 資 期 間 ： 10年以内。(リピートプランご利用の場合は 8年以内。) 

◎ 返 済 方 法 ： 毎月元利均等又は元金均等償還。ご融資額の 50％まで半年毎ボーナス併用償還も可能。 

   元金据置期間は卒業予定月まで、かつ 4年7ヶ月を限度とします。 

   (リピートプランご利用の場合の据置期間は 6ヶ月以内とします。) 

◎ 保 証 料 ： ご融資時に、ご融資金額、期間に応じ(社)しんきん保証基金が定める、年0.95%の保証料を 

   一括してお支払いいただきます。(リピートプランの場合は年0.75%です。) 

◎ 融 資 対 象 ： 満20歳以上の方で、「しんきん保証基金」の保証が得られる方。 

 ※ 詳しくは、当金庫窓口でお尋ねください。 

※ 「カーライフプラン・エコ」 取扱中！ 
 エコカー特典付！ エコカー新車購入で金利さらに 0.20％引下げ 
 
◎ 取 扱 期 間 ： 平成23年3月31日まで 

◎ 資 金 使 途 ： エコカー(新車)購入資金、およびその他諸費用。 

◎ 融 資 金 額 ： 500万円以内。 

◎ 融 資 期 間 ： 8年以内。 

◎ 返 済 方 法 ： 毎月元利均等又は元金均等返済。半年毎ボーナス併用返済もご利用できます。 

◎ 取 扱 期 間 

 

： 元金据置期間6ヶ月以内。 

   変動金利 ～ ・基準金利    年4.06％ 

            ・最優遇金利  年2.46％ 取引内容によりご利用できます。 

   ※エコカー特別低減で基準金利よりさらに年0.20％引下げとなります。 

◎ 保 証 料 ： お取引金利に含まれますので別途の負担はありません。但し一括払い時は 0.86％で計算。    
◎ 融 資 対 象 ： 満20歳以上の方で、「しんきん保証基金」の保証が得られる方。 

 ※ 詳しくは、当金庫窓口でお尋ねください。 

※ 第１１回懸賞金付き定期預金「元気応援！スーパーチャンス」発売中！ 
◎ 取 扱 期 間 ： 平成２３年１月１７日(月)～平成２３年３月３１日(木)まで 

◎ 預  金  種  類 ： スーパー定期預金 １年もの 普通定期預金 (証書式)。 

◎ 預  入  金  額 ： １０万円以上１,０００円未満。 

◎ 利用頂ける方 ： 個人のお客様のみで、当金庫に普通預金、(貯蓄預金を含む)をお持ちの方。 

◎ 抽選日・抽選会場  ： 平成２３年１２月１５日(木)  当金庫本店で行います。 

◎ 適  用  金  利 ： お預入れ時の店頭金利とします。 

※ 詳しくは、当金庫窓口でお尋ねください。 

※当金庫ATM コーナーでの携帯電話使用を全面的に禁止とさせていただいています！  
全国的に振り込め詐欺・還付金詐欺等の被害が発生する中、最近は携帯電話を利

用し振込を指示する手口が多発しております。このため、当金庫ではＡＴＭコーナー
での携帯電話の使用を全面的に禁止とさせていただいています。 
 

 ※ 詳しくは、当金庫窓口でお尋ねください。



 

 

 

 
 
 

 

 

ひだかしんきん営業のご案内 

ATM 本   店 〒057-0013 浦河郡浦河町大通2丁目31の2      ☎（0146）22-4111 

ATM 堺町支店 〒057-0034 浦河郡浦河町堺町西1丁目83の59     ☎（0146）22-5611 

ATM 静内支店 〒056-0016 日高郡新ひだか町静内本町1丁目1の15  ☎（0146）42-1531 

ATM 三石支店 〒059-3108 日高郡新ひだか町三石本町197の23    ☎（0146）33-2311 

ATM 様似支店 〒058-0014 様似郡様似町大通2丁目35の2      ☎（0146）36-2341 

  ※ 旧 大通支店…平成22年8月6日(金)の営業をもって大通支店の名称を様似支店としました。 

ATM えりも支店 〒058-0204 幌泉郡えりも町字本町170の1        ☎（01466）2-2311 

ATM 広尾支店 〒089-2615 広尾郡広尾町本通8丁目7の1       ☎（01558）2-3161 

            札幌支店 〒060-0004 札幌市中央区北4条西5丁目1―4     ☎（011）200-7070 

 

ATM営業時間 平日8：45～18：00 

 

土曜日ATM稼動店：本店･堺町支店・静内支店・三石支店･様似支店･えりも支店･広尾支店 

土曜日ATM営業時間 9：00～17：00 

日曜･祝日ATM稼動店：本店･静内支店 

日曜･祝日ATM営業時間 9：00～17：00 

 

店外ATM 

浦河町役場内ATM 浦河郡浦河町築地 浦河役場内１階ロビー 

店外ATM営業時間 平日9：00～16：00 

浦河赤十字病院内ATM 浦河郡浦河町東町 浦河赤十字病院内１階ロビー 

店外ATM営業時間 平日9：00～18：00 

パセオ堺町店内ATM 浦河郡浦河町堺町 店内フロア－ 

店外ATM営業時間 平日･土曜･祝日10：00～19：00 日曜9：00～19：00 

マックスバリュ静内店内ATM 日高郡新ひだか町静内木場町 店内フロア－ 

店外ATM営業時間 平日・土曜･日曜・祝日9：00～19：00 

歌笛出張所ATM 日高郡新ひだか町三石歌笛 （旧歌笛支店） 

店外ATM営業時間 平日9：00～18：00 土曜 9：00～14：00 

 

 

 

 

 

業務部地域貢献課 
〒057-0013 浦河郡浦河町大通2丁目31の2   

電話 (0146)22-4114 

FAX (0146)22-6106 

URL http://www.shinkin.co.jp/hidaka/ 

 

三井生命札幌共同ビル4階 
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